
 
本年度最終号となる Vol.８では、小学校第５学年の外国語活動（次年度から同学年

は外国語科）を取り上げます。小学校英語専科教員を務めている妙高市立新井小学校、

中村 岳 教諭 (以下､｢教師｣と略記)による実践（１月下旬実施“We Can !１”Unit ８ 

What would you like？）を通して、授業改善の在り方を紹介します。 

 

 

 外国語活動の授業を充実させる上で、ネイティブ・スピーカーであるＡＬＴを活用

したティーム・ティーチングは大変効果的です。事前打合せの中で、本時のねらいや

ＡＬＴ・ＪＴＬ（学級担任や専科教員）の役割分担を明確にしておくことが大切です。 

 本時は６時間単元の２時間目です。教師は、ねらいを「仲間に食べたい物を聞いた

り、その食べ物(カード)を渡したりする際の英語表現に慣れ親しむこと」としました。 

                   【ＡＬＴの役割】 

                   ①出身国の生活や風習を紹介し、異なる 

文化に対する児童の視野を広げる。 

                   ②正しい発音を提示し、児童が英語固有 

の音声に慣れ親しむようにする。 

                   ③導入時に使った英語を用いて、児童と 

会話し、即興で応答する力を伸ばす。 

④ＪＴＬとともに Small Talk を行い、 

                    新しい表現が使われる目的、場面、状 

                    況を具体的に示す。（次ページ参照） 

⑤児童の活動について評価・助言する。 

まず教師は、ＡＬＴに出身国で人気のある食べ物や日本語と違う言い方をする食べ

物を紹介するよう促しました(上記①)。児童はＡＬＴの説明を聞きながら、納得や驚

きの表情を浮かべ、言葉の背景にある異文化への興味・関心を高めている様子でした。 

（下のメニュー表のフライドポテトを、なぜ英語では French fries と言うのかなど。） 

     次に、ＡＬＴは左の食べ物を発音する際に 

日本語にはない曖昧母音や無声の子音など、英

語音声の特徴に注意を促しました(上記②)。 

(前者の例は curry の u の音、後者の例は steak

の k や fish の sh の音です。） 

さらに、“Do you like ice cream ?”や 

                 “What flavor (味) do you like ?”などと 

児童に問い掛け、習ったフレーズを使い即興で応答する場面を作りました。（上記③）。                 

【ＪＴＬの役割】本単元の目標からバックワードデザイン（逆向き設計）によって、

本時のねらいとそれを達成するために必要な言語活動を考え、授業を主導しました。 

また、本時では、次のように子供たちとＡＬＴをつなぐことに配慮していました。 

○児童が英語で表現できないつぶやきを拾い上げ、ＡＬＴに平易な英語で言わせる。 

○児童の様子に応じて、ＡＬＴが発話を繰り返したり、ゆっくり言ったりするよう

に促す。 
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◎ ねらいとＡLＴ・ＪＴＬの役割分担を明確にしたティーム・ティーチング 

 

 

 

 



 

 

 外国語のコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせる上で大切なことは、 

児童が目的や場面、状況に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築す

ることです。Small Talk はその実現に有効であるとともに、次の２つをねらいます。 

①既習表現を繰り返し使用できるようにして、その定着を図ること 

②対話を続けるための基本的な表現の定着を図ること（注１） 

本時ではＡＬＴとＪＴＬが会話形式で行い、上記のことを踏まえながら、新出表現 

も盛り込んで、それが実際のコミュニケーションではど

のように使われるかを示しました。具体的にはＡＬＴが

店員、教師が客となり、左記の４文の前後に既習表現を

含めた即興によるやり取りを加えて、飲食店における

Small Talk をしました。教師は児童に「何が欲しいです

か」に当たる表現が何であるかを、ＡＬＴが話す英語から聞き取るよう促しました。 

そして、新出表現の用法を全員で確認した後、教師は Small Talk をモデル会話とし

て、下の図（注２）のとおり、「児童を会話に巻き込む」→「児童同士でやり取りを

やってみる」という手順で言語活動を行いました。その後、グループ内→学級全体の

シェアリング（ＡＬＴによるフィードバックも含めて）へと授業を進めました。 

シェアリングは、よりよいコミュニケーションの在り方を共有するために行います。

「日本の店員は客の注文を間違えないよう、繰り返して言うから、英語でもそうした

方がいい」「大盛りがあるのか聞くとき、どう言うのか」などの気付きや疑問を教師

は取り上げ、学級全員で共有しました。その後、児童はＡＬＴから得た評価・助言も

含め、工夫・改善すべき点を会話に生かそうと、再度熱心にペア活動を行いました。 
                          

（注１）文部科学省『小学校外国語 

 活動・外国語研修ガイドブック』 

                               (2017年)p.84 

（注２）水上 直子・林  裕美  

「Small Talkを取り入れよう」 

『三省堂 小学校英語マガジン 

Ready Set Go! 第６号』 

(2019年) pp.２-３ 

 

 

皆さんの学校では、外国語活動の授業で使用したマグ 

ネットシートやカード類をしっかり保管していますか。 

国府小学校では、職員室前の廊下にスペースを確保 

し、スチールロッカーの上にある５列の棚にそれらを 

                     丁寧に分類し保管しています。 

さらに、その左には外国語教 

  育の関係図書を並べています。 

教材･教具等を整理して、全職員 

                        が使えるようにしておくことは 

    授業準備の効率化を図ることに 

                        つながり、帯活動・言語活動を 

行ったり、新教科書を使って指導 

したりする際にも役立ちます 
＊本年度の Learning View は以上で終了です。先生方の授業改善に少しでも役立てば幸いです。 

店員：What would you like? 
   （本時で新出の表現） 
客 ： I’d like～ . 
店員：Here you are. 
客 ：Thank you. 

教材・教具等の整理で授業準備の効率化を ～ 上越市立国府小学校の取組 

◎ よりよいコミュニケーションにつなげる Small Talk とシェアリング 

 

 

 

 


